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脳下垂韓ト共附近ノ外科 .• ・' ..・一…荒、 木 千里（ 1 ) 

皮庸ニ於ケル抗樟 1産生

第 1報腸窒税斯菌Lコクチダン寸軟膏貼用局所皮内;o..於ケ／レ各種抗

開ノi峯生＝就テ・・・・・・・ー…・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・.・・ ・・・…・ー……石 野 琢 二 郎（21) 

第2報腸電扶斯菌」コクチグン1軟帝貼月3時間zヨJレ局所皮内産生

各種抗韓ノ消長……ー….• ··~ ..…－…・，...........＇・：・・一一・石野琢

第3報腸窒挟斯菌」コクチグン1軟膏貼用局所皮内＝同名補韓結合

物質ハ産生セラルルヤ……：・... ：…－……………・…一・・・…石野琢

第4報発疫元軟膏ヲ以テ82日以前＝鹿置セラレタリシ局所皮庸＝於

ケル各種抗鰻ノ増産ヲl指標トセノレ同名既往反膝＝就テ・一石 野琢

第 5報同名既往反臆ニ際シ65円以前f：免疫局所皮庸ヨリ血中へ動

員供給セラルル楠韓結合性抗鱒ノ数量＝就テ…・・・・・…石 )J号 琢

第6報鰹皮苑疫ノ臨床的経験・・ …－………… 一一…石 !L'l，琢

感染＝封ス／［.，と蜘奴射治療橡防法ノ寅験的基礎

第 1報軟..k線！照射健常局所皮内z於ケル枕黄色葡碕AA球菌L~；プ
ソェン「 J増強・－…－一…・ …・・…・……・…………・・…摩

第2報硬＿！：：：＇線照射健常局所皮内＝於ケ／レ抗黄色葡萄欣球菌 Lオプ

ゾニン寸 ノ増強…...…・・・・………....・ H ・－….........…－・摩

第3報最大ノ皮内産生」オプソェン寸ノ持続ヲ目的トスルと線再照

射法ノ研究…… … …………・…………－－－ － …，．…・ー摩

第4報皮内産生最大」オプヅニジ寸ヲ指標トス／レj照射ど線強度（r/Min.J

ノ研究……：…………ー・………ー………...・ ・… ー摩

第5報 ヒ線照射＝依ノレ局所皮内 .1Lオプソニン寸産生ハ如何ナル車！日

胞ノ作刷ニ蹄ス円ルヤ－ ．－．．、

第6報 2ゴ線j沼射＝依 IL-局所皮内産生Lオプソ＝ン1ノ菌種族間有性． 

ノ問題 －ー…－ …－一一……………・………・一－ ・…v・…摩

第7・報 ..！：：＇.繰！照射＝依 Jレ局所性骨髄内Lオプソニン寸産生＝就テ

、、

郎 ・c54> 

一良~ (65) 

二郎（69)

一良~ ( 80) 

一郎（93 ), 

雄（101)

維（121)

雄（121)

雄（131)

雄 ＇（134)

雄（137)
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附 ど組！照射線錐内及ピ共ノ周闇＝於ケ／レ皮内Lオプソニン寸

ノ吟味・・・・……一……一一一… … ・・一 … ・… －摩 雄 .(143) 

第8報局所！芝府］ζ車：J~照射＝依JI.-血中Lオプゾニン「ノ推移＝

就テ…・・・…・…… ……・～・・・・・・・・・ H ・.： .• －－……・・・・摩 雄（148)

第9報局所皮庸jζ線！！託射動物ノ血中三於ケノレLオプソ＝ン寸ノ；推移

エ就デ・・・・・………….. ~ .・.・…ー……・一 －－ －－－…・摩 i 雄（154)

第10報 ど線！照射皮膚局所ヨリスノレLオプソェシつノ；血中ヘノ供給エ

ゾ就テ一一会篇ノ鳩括……・ …・・・…・・…・・≪・e・一一 －－－摩 維 (1闘い

骨髄ノ発疫＝就テ

第 1報局所骨髄中＝最大Lオプゾエン1量ヲ産生セシムルニ要スル

Lコクチヂン1量及ピ経過時間……．、… ...……・・・・・・・・藤 岡 十 郎 (169) 

第2報黄色葡萄-Jlk球菌Lゴクチダン1ノ局所骨髄内或ハ血行内注射

ニ依ti.-局所骨髄内特殊」オプソニン寸ノ増強…・・・一－－－－－－藤 間 十 郎 (184} 

第3報 同一同量ノ黄色葡萄状球菌」コクチダン1ヲ或ハ静脈内，或之、骨髄内へ注

入シタル場合＝於ケ／レ血清中」オプソェン1ノ産生程度…藤 間 十 郎.(192) 

第4報 免疫元 ノ骨髄内出入＝依ル血中増強抗櫨ノ：生産

母地…...…・ 0・…・ …・・・・・・ － －－：…・4・….，..……・ ・…藤

第5報 骨・髄ト骨膜トノ苑疫製上 ノ閥係……………一一一・藤

第 6報 骨髄免疫ニ於ケル既往反臆…………－－－－一一・・…藤

第7報 ケ骨髄免疫三於ケ／レ各種免疫元ノ！紋ー県ノ比較・・…・j蜂

岡

岡

岡

岡

十 良~ (199)' 

十 郎（204)

十 郎 .（211)'.-

十 良~· .(227)1 

保存血輸血ノ臨床的経験 、

第 3編氷室・室温並＂＇＂ 35°C保存血轍血ノ ｛竹下篤夫

血液所見ニ及ボス影響 ． ． j大橋義之
l須 古明 1E
1長 谷弘

-- 二沃度抽脳宅撮影法

II. 脳腫蕩＝於 ケノレ沃度油！！踊宅像 ．，一 .....・・・・・・・ー・・・・滝 野

組織晴養法エ依1レLワクチンfト白Lコクチダン寸トノ抗元能働力ノ

比較一－ －・・・・・6・・ーー‘・・・・ • ・ ー・・・…一 ...・ e ・ －武 安

Vi1'chow氏淋巴結節＝就テ ー…・・・ …・0・・・・ －一－・…林

P 種々ナル脳疾患特＝脳1重傷z，於ケル助l概調節ノ理化

第 1編 臨床例ニ於ケル検索 ；一…一 一..・ 一 一… 一・・怯 問

！股胸ノ電気心働I尚a＂＇＂及ポス影響＝就テノ賞験柏研究

合屋末千代

李耐吉（235)
村上 勉

芳 霊安 （273)

イ変 助、（35'7)

義 之 ，，＜＃BYi 
’ v ， 

’F －” 

昌 二（423)

第 1液醸岐皆陀｜段胸ノ影響・ ・ …－一一－－…………横 問’ 清 雄
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第2報 4械菌流動Lバラフイン1ヲ胸腔内＝注入セル揚合ノ電気心働

t 闘ノ艶化干就テー....."' .・; ....…・・・…・…・……・…・－……－横 田

第 3報醸膿菌性膿胸ノ胸院内瀦湘l践ヨリ作成セル無菌的膿精ヲ静〆

p 脈内＝注入セメL揚合ニ於ケル電気心働闘ノi慶化＝就テ－横 問

第4報 しテレピン1抽性膿胸ノ影響...t.-・ ..……......・ー・・・・横 問

淋巴腺＝於ケル抗韓ノl牽生

第1報軟管免疫法＝於ケル各種組織，特＝淋巴腺向特殊」オプソ

＝ン1 産生程度…一…・・・・・ ー……......，・・・・ー・ー…・ー・・・武 安 俊 助 (557) 

第 2報免疫元軟管ノ塗擦時間ト皮膚及ピ配下淋巴腺内ニ産生セ弓ノLIレ

.Lオプソ三ン1量トノ隣l係＝就テ一野趣塗擦時間メ研究…武 安’俊 助 (571）、

第3報 同一同量ノ発’疫元ヲi以テセノL皮内注射干軟管発疫トz於ケ；i.局所皮

1禽及ピ配下淋巴腺ノ特殊Lオプソメユン寸産生程度ノ比較・武 安 俊 助 ・(576) 

第4報発疫元ノ皮内注射法＝依ル各種組織乃至臓器内特殊Lオプ

ソェン L産生程度一一一説射党疫ト軟膏発疫トノ差別一…武 安 俊 助 (580) 

第5報噌下肢ノ感染＝於ケル膝周寵淋巴腺ノ機能＝就テ・武’安 z俊 助 (586) 

粧気遣発疫ノ本態＝闘スル寅験的研先

清維（498)

清雄（515)

清雄（520)

第 1報粧気道発疫＝依ル肺買質友ピ肺肋膜内土台容素ノ産生並＝共

ノ好適売疫元量＝就.'r…・・・・・・・・・・・・町勺・・・・・・・・－－－ •. ; ...苧 坂 直 彦 (591) 

第2報粧気遣f売疫ニ依；I,肺質貸，肘i肋膜及ピ胸壁肋膜ニ於ケル榊

容素ノ産生及ピ共ノ時間的推移一一一一円・1一一一ー・ ・・ー苧 坂 、、直 彦 (607) 

第3邦粧集道発疫＝依ル血中場容紫ノj泰生及ビ共ノ時間的推移＝

就テ..: •..•• . ．．．．．．．．困.• • •••..• ..•.••.• ・. 

第4報．経気道発疫エ於テ胸管結紫ガ血Eド増容索産坐＝及ボス

影響…・・ －－－……ベ…・・・・ 二……・・ー三 一一一・・ 苧 坂 直 彦（630)

第 5幸民間i臓ノιコカイン寸麻搾ガ、耐i賓質内及ピ肺肋膜靖容素産生＝

及ボス影響…・… ι …一…..，，＿.；：…... ;.; ... J .• ,・ ... , .....…・……苧坂 直彦（635)

第6報粧気道免疫後微量発疫元ノ粧気道再注入＝依ル血中増容素

産生ノ推移γ …・…・., ..…・ー・・・・工・一…－－－－－－－・・ー・・…苧‘ 坂 直 彦 (639）、

第7報粧気道発疫後徴量発疫Jt経気道再注入ェ依ル肺貫質内増容

業産会．ノ推移ー…・……－…ー…ヘぃ…・…．：…・ ー…ー苧 坂

第8報粧静脈発授後微量免疫元ヲ粧気道一側町Ii詫入＝依ル肺寛賞

内靖容素／産生・・・・…－一…－一 …・・・・...・ H ・－….......＿..…苧 坂

脳下議開後楽」ホYレモシ1ノ分協粧路＝閥スル寅験的研究・…森

＼ 

直彦（~'13)
、
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脳疾患特ェ／J鈴腫蕩ヰ於ケル脳脊髄液内脳1二重艦後楽しホルモン1ノ！饗化

＝就テ・...・・・ 一一－－－一・・・・・ ・ー……........; ：・・・・・・・…ー い…森 欣 l ー (671) 

経口発疫ノ研究

第1報経口免疫法＝於ケル所謂感作動jトシテノ牛脂ノ殻・!.l!o='-

就テ…..，・・・・－－－－－－－－－－－－ －….:・ ...一…ー・・……・・高 楠 幹 夫（7J7)

第2報鰹：口発疫＝於ケル所謂感作期jトシテノ崎護性芥子油ノ；設果

三就テ・・7・・… •. ・・・・・………ー…・・…・…：...…・… －・ ・…・高 橋 、幹 d 夫、(739) 

第3報経日発疫＝於ケル所謂感作剤トシテノ；炭酸しナトリウム寸／，

数果＝就テ・・・・：＋・....••• ＿.，；……ーム．．，…・・…一一－…・…・、・高 橋 幹 夫（75-4卜

第4報粧口発疫＝於ケル血中増強抗鴨ノ生産母地ニ

就チ……・………・一……・マ…－・・・・・・……一－…・.：・・＂ード一一，高 橋 幹 夫 (767) 

胃腸吻合術並＝空腸撞設鐙時子於ケ1レ消化伐刑ノ研究
Ci常化管各部柱＝注入セラレグル各種催騰剤ノ鵬汁排出＝及ボス影響ι就テ）

第1報経只的催謄剤投輿ノ！階汁排出＝及ボス影響ニ

' 、

就テ… .; ...……・・ ・・・・・ ・……・－…－－一・・……－－・金津

第2報 開管エヨル催鰭剤投興ノ謄汁排出ニ及ヂス影響…金部～

第3報十二指腸内催謄剤投興ノ！謄汁排出ニ及ボス影響＝

可，。。
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五

五

四

四

紀

紀

就テ…………………，．二・…－一一...~ .-....，ー…一－－－…一金津紀四五郎（795)

第4報室腸内催脂剤投輿〉槍汁排出ニ及ボ叉影響エ

就テ …っ……・－…・……一…・・・・ •v ：りさj・ ~： . ， .~. · .....金揮紀間五郎 (803) 

第5報廻腸内催騰剤投輿ノ脆汁排出＝及ボヌ影響＝

就テ－一.....…・・…… H ・H ・・ ……－・……...：：…一一一.i金樺

第6報 官腸及直腸内催臆剤母輿ノ脂汁排出ニ及ボス影響＝

就テ ………・田…・・… …… ………・・・ ……・・・…・合樺

第7報！勝汁：ノ十三指腸内排出ト鵬礎トノl胡係手就テ一一一金樺

、第8報、日地物性神経常．ノ十二指腸内鵬汁排出＝及ボス

影響・…..・g・－……ーァ・・・… …………・ーしー，........金樺

第 9報植物性雨~I鰹切除ノ！櫓汁十二指腸内排出早及ボス影響＝

就テ……一一…・・・…・一一’ー・・・ー… ••• •••••· •• . ・金海

軍重々ナルIJ簡疾患，特＝脳臆務ニ於ケルJfit糠調？iiiノj質化

第2編賞験的砂f筑…・ ー…ーー・・l….......: ..… ’一松 田 昌 三 （853)

精製貫扶的里Lアナトキシン寸（｛削＊賓扶的.lft磯防・液）ノ研究

第 1報 開_ill；減少及ピIW－肝tH血ヲ指標トスル生・煮精製寅挟的塁

紀四五 郎（813)

紀四五郎＜822)

紀四五廊（830)

d昆

紀四五郎.（83tD.. 

紀 四 五 郎 （844)



しア．ナトキシン1皮下注射ι ヨル毒カノ北較…・－…－－－・姫 野

第2報吋血中白血球数ノ動揺z立脚スル生・煮精製質扶的黒Lアナ

純

5 

(915) 

トキシン寸皮下注射ニヨ／レ毒カノ比較…......：・ー…－姫 野
、h 第 8報ー生・、煮精製賓扶的里Lアナトキシン寸皮下注射ニヨル海棋韓

重増減率及ピ自f動苑疫程度ノ比較・・・・………… ……姫 野

第4報 各売疫元ノ達成主ン得ル極限的最大発疫殺巣｛シック反臆｝ニ

純 (930) ・-

1純 (933)_ 1 

立脚スル照生及ピ煮精製賓扶的皇Lアナトキシン1λ皮下注射＝依

戸ル数カ毒カノ比較一一」イムベヂンつ謬説ノ要求、・－一・’…姫 野 純 一 (939)' 

第5報生・煮Lアナトキシン1軟背塗擦貼用局所皮漕売疫程度ノ

シック反際＝依ル比較…・……・……－－－…－ー……・ド………姫 野 純 一（947)

第6報．軟膏発疫法ト皮＂＇ F注射発疫法トニ於ケ；r;生・煮精製賓扶的

、E翠Lアナ、トキ£ンン「ノ：毒カ数カノ

特－殊！性菟疫ト非特殊性発疫トノ闘聯ニ就テ

第1報粘液性連鎖欣球菌ιワクチン寸軟膏皮膚ニ於ケル同名及ピ異

名しオプソェン寸／：並行的産生一叫ワ.., ....，ー…..・…・….....－岸 l 本 秀 雄（965)

第2報フピ腸菌しワクチン可軟膏皮鴎ニ於ケル同名及ピ異名Lオプソ

＞；，；，ン「 f並行的産生……・……ー…川…………・・・…ーャ・・・岸 本 秀 雄 (973) 

第3報黄色葡萄蹴球菌Lワぞチン1軟膏皮帯＝於ケル同名及ピ異名

Lオプソェシ1ノ：並行的産生…..＇；：.…－－一…一－－－－－－－…岸 本 秀 雄（975)

第4報異種免疫元間＝於ケル特殊性発疫ト非特殊性発疫トノ相互，

関係ノ吟味ー一附．結核菌発疫元（BCG）ノ！量l有性….....…岸、本 秀 雄（980)

第5報軟背免疫樹乍完了後血清ノ同名及ピ号名：le~プソ土ン寸ノ ：位
tr的推移＝就テーー附．抗韓感舷詑…………・……ぃ・岸 本 v秀 雄（988)

第6報軟背号E疫家兎＝於ケル既往反臆4性同，名及ビ異名血中動員

仁オフ：ソエン寸ノ並行的推移ェ就テーー附．類族性ヲ布スル各種

発疫元ノ免疫元性能働力ノ比較方針・…－.＇ …・…………．一…岸 本 秀 雄（995)

煮沸発疫元ノ基液ハ生理的食E農水ト蒸鏑水ト何レヲ好適ト矯スカ＼

第1報生理的食盤JK或ハ蒸鰭1kヲ薬液トスル煮沸売疫元ヲ以テノ軟

務号毛疫法ニ依Jレ局所皮内ιオプヅニン寸員長生程度ノ比車交－岸 本 秀 雄（1007)

第2報蒸簡7K或ハ生理的食曜氷ヲ基液トセル煮沸発疫元ノ軟脊＝

！依ル血中暫定的抗暢量ノ比較ん・…一…・…‘H ・H・－…・－：ー・…岸 A 本 秀 雄（1010)

第3報一軟膏発疫後100日目ニ於ケ／レ同名既往反膝ミョル血中増強

しオプソニン：量ヲ指標トセル蒸鏑水煮沸発疫元ト食塩水煮沸発’疫
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;tトノ］殻巣ノ比較…・／・……………－－…・・・・・・ーー・ーー・ー・・・…岸！ 本

脳腫務＝於ケルLコレステリン守代謝…・？・・・0・e ・・…－－一…一野 問

、金十二指腸南端閉'Ii症＝闘スノレ寅験的研究

第3報種々ナル生命僚件ノ質験的吟味＝就テ…：…・…－園 山

一瞬7ド季開高ii葉特ニ人脳下垂惜しクロモブオープ寸腺腫組織ノ内分掛製的研究

第1報育ii葉 1同移植＝ヨ ル内分泌接的教果…・ー…・ャ…・町吉 岡 忠 芳（1()45)

1第2報牛新鮮脳下議開前葉夜型移植三ヨル内分都接的

数巣・田・…日l…………………－－－一…・一－…・一一一－…一…吉 凧

仁第3報牛新鮮脳下霊碑前l葉反覆移植ガ過成熟雌性Lラツテ寸＝及ボ

' ＜ス影響ー.........._ ..・ H ・－－……－・……－・…・…・……・…一一吉 岡

第4報脳下黍髄自ll葉1岡移植Y雌性幼若Lヲツテ•：：及七天文

， 

d
品

志

向

V

－E
－
戸、

tEa

A
り

A
υ

噌
E

4

4

・
A

雄
J

勇

秀

良店 (1027) 

忠夫（1058f

忠夫.(1065}, 

i 影響· .• ，•：： • • ........... , .............. ；：＇：；’．．．．．．．，．．．．．．．．．．．．．．．．，．吉閥忠夫（1074） 

P 第5報 人目語i下空軽鴨L クロモフオ戸プ寸腺聴－組織ノ内分泌皐的

研究・・・……・・・……・：・・・・・…－－ －－－－…一－－－－－…・・・・・・・一吉 岡 忠 夫（1079)

臨康

ー一種ノ血管運動柴養紳~i性疾患ノ 1治験例…・・‘ ・……・・……金樺紀一 同五郎一（386~ 』
痛トシテ再建ヤル良性脂性嚢腫…・・……・υ …・・・……・ぃ吉 井： 建 郎 (391) 

J根現金上蹄帥蛭叢臨海＝合併セル劇烈ナル紳経痛ノ手術

治験例....；…・＇....・ H ・..!. .... ，，… －－………－…..... ；………ーベ横

勝脱浩影＝依ノレ骨盤肱膿蕩ノ診断：• ••……………………石

頭蓋骨内＝護育セル痛納l胞ノ頭蓋内へ向ツテノ浸潤態度…・・・横

廻腸憩安ヲ件ヘル遡宮部腸軸捻特症ノ1例…・・・…・…...・…横

宵及ピ十二指腸t責務＝於ケル同切除範闘ト遁隔成績トノl謝係＝

就テ ・…・…，……… －－・………ー…………・ー－－…一一制

上顎費者膜症手待機＝来レ I~股性側頭韻骨膜炎－……－…・白

同・十二指腸撹蕩穿孔ノ手術的療法＝閥スル臨床的観察…・・副

腎及ビ1－二指腸f責務ニ針スル外科的治療ノ油絵‘症＝就テ…副

~le哉索血清ノ大量注射＝依ル破傷風治験例＝就テ・ー … ・ ・ 0 森

百リ皐丸乳瞬腫 j 1例・… … 一…－－－……… …・・・…・・・・・・・四

布飾骨寅嬰ヨリ殻生シ，頭蓋腔内＝護育シタル骨軟骨腫！ノ

1例…・…ー・ …－ H ・H ・－…一一…・.・・・・・… H ・H ・－……………－ ・・・楠

~II 育 J三（401）、

野 琢 二 郎〆＇（405):

山 脊 ’ (531) 

山 育 三（535)

島 謙（&41)} 

石 貞男（548)

島 謙（688)

島 t 謙（693).・

欣一，松田孫一 (7-06〕、

本 泊 憲，883)

卒， 博（887完



後腹膜腔ヨリ費生セル細網肉腫（Reticulosarcom）ノ 2例… … ・金樺紀四五郎 (893) 

断居撮影＝ヨル重複撮影法一…・……・……………：.…・…・・藤浪修一，房岡隆三 (898) 

断屠撮影法ヲ以テ遁究セル結按性肺空洞ニ針スル横隔膜神経捻除術ノ

殻果＝就テ・・…・・ー・…・……・… …………－…… －…青木堅 太 郎（10J5)

胸囲結按ノ成因誼＝根治手術術式エ就テ・……・…・ー…… …・竹 内 信 一（1101)

と線照射ノ植皮（自家移植）＝及ポス放果・…… ・・・・・藤浪修一，松木零太（1115)

臨床レ線畢

ー外科的疾：曹、 I~線診断トソノ手術所見（ 5 ）…・…・…… ・……藤 浪 修 一，（527)

小臨床

『直腸内大量糞使智彦滞ヲ件ヘル廻盲癌しイレウスプ・・…… H ・...…本 庶 英 夫（1093)

臨床強談

濃厚ナル家族歴ヲ示セル；Recklinghausen民病…・ー・ー・・ー……ー森 欣 (259) 

－血友病性閥節症／ 1例………ー・…・・・…・・……………・・－………菅 野 藤 夫（259)

臨床診断ト手術所見

輸卵管出血ニ於ケル還血例…－－…・一…… 一一一；…………－…・房

謄石症ニヨル海AA胃遁加例…………………・・・・…・…...・H ・－－…・森

肝臓膿蕩ノ f'(11J・・・・・・H ・.....・H ・－………・・……・……ふ …・… －星

甲欣腺炎2例＝就デ・・・…・ー………………・・・…………一…・ 一石

鱗屑癖性闘声ii症・…－－…－一－一……・… ・い…… ………ー王

畢 曾
、、

岡

Ill 

隆

欣

野

孝

和

一 (261) 

(262) 

タリ (263) 

明 (265) 

成 (268) 

第54間近畿外科雪具合（t'._ヴイ汐ミン1ト酵素，共他35編）・・－…－…－……...・・・ぃー… (901) 

雑纂

京都外科集談合12月例合・…－－－…－－…………！……・ー… … ………ソ…… …・－－ (270) 

京都外科集談合1月例舎……・… ・… ー…・…・・… …ぃ…・…ー…ー…… …・… (270) 

7 

， 



8 

鷲尾博士ヨリ烏潟名馨教授ヘノ書信… ……－－－… …・……・・…………－・…・・……・ (418)_ 

京都外科集談合2月例舎… 一……...・.; ..一…・……γ ・・……....・H ・－一……........ (421）三

京都外科集談合3月例舎…・…・…....・H・－一…－－一............・ H ・－－－……・・………・・ (422）’ 

京都外科集談合4月例舎・…一………・…－－一一－……… …・… －…・…ー・・・・・………… (555)_ 

京都外科集談合6月例舎－……・・… ……・・……・… …………・・……… ・…… (714) 

京都外科集談合6月例舎・・・………・…－－…ー・……・・…・・・・・…・ー…・・・…・・一一－－－－－… (714) .-

手京都外科集談合9 月例舎・………・守…・・……………・…一一一…・……－ － －…・（1126｝－~ .

京都外科集談合10月例舎………・…－…：…－－… －…・・・・・・ー……・・…..., ...…・・：… (1126）’ 

京都外科集談合11月例舎・．．．． (1126) 
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／ 

~I 

太字…・原著. Lイタリツク，.，...，臨時Z，臨成と線軍基，小臨＊・普酒字・・・

臨隊宅街談，臨床診断ト手術所見・（ ）…－準舎 一～J・ー・・雑纂．

索名人

'386, 777, 788, 795, 803, 

813, 822, 830，白色 844,893 

(902), (910), (911) 

(905) 

906 

965, 973, 975, 980, 988, 

995, 1007, 1010, 1014 

(904) 

金海紀四五郎

河村謙二

香山型遊

菊地梅太郎

岸本秀雄

(911) 

(912) 

(904) 

（回6),1005 

・・・ I, (903), （舶の

I (909) 

273 

〆

A 

樹木孝行

赤松松舘

秋山卓三

青木堅太郎

荒木千里

荒瀬 主主

浅野芳象

1027 

7何

423, 853 

1115 

(912) 

(902）， 日（912)

25Y, 262, 658, 671, 706 

(909) 

235 

M 

矢

良E

鋭藤近

(911) 

(911) 

235 

B 

G 

坊何百可士夫

裳

代千
‘

由

末庭

央

A回

制

抑

制

即

H 

(908) 

(911) 

8邸

N 

(903) 

1019 

(909) 

4’ 

郎

郎

憲

論

勇

夫

江岡

村

本沼

田常

問

留文

巾

中

西

野

野

布

（的9)

(905) 

378 

915, 930, 939, 947, 953 

1093 

235 

(901)' (904) 

(912) 

(906) 

(9σ7), (911) 

591, 607, 626, 630, 

635, &a9; 643, 648 

（船6)

268 

。
玉利成 、

大精義之

岡崎晃

岡崎犬治男

鬼頭阿佐夫

大野良臓

苧坂説E 彦

263 

(902) 

（伺・7)

261, 898 

5Zl, 898, 1)15 

169, 184, 192, 199, 2.04, 211, 227 

(906), （卯7), (911) 

夫

列

雄

子

演時打

長谷弘

長J谷川恒夫

橋卒博

橋本健

棒高， 夫

林義之

姫野純

本庶笑

星野

繭村

扇島信

房岡降

車長浪修

車昼間十郎

藤悶小五良II

265 

21, 54, 65, 69, 80, 93, 405, （伺・7)

(902) 

(906)' (911) 

(901), . (908) 

康

郎

石川孝明

石野琢二郎

伊藤祭

伊藤 I

伊藤太

235 

R 

夫

~ 
’＝， 

岡山

松岡孫

松岡昌二

桧木軍大

三、初雪量義

水野 群 太郎

森欣

盛 禰番幸男

村山勉

凱

祐

t事

李(912) 

K 

Pf 浦梶



357, 557, 571, 57鳥5伺， 586

(902) 
幼
稚

俊

春

安

材

武

阿

101, 121, 127, 131, 134, 

137, 143, 148, 154, 158 

量韓．

10 

h修

(907) 

(902) 

(907) 

(910) 

(901) ' 

徳

財

英

松

英

民

北
骨

F
平

岡

・
守

7

－

俵

陳

筑

豊

角

s 
(901) 

(910) 

548 

541, 683, 693, (908)' (9¥0) 

259 

235 (902) 

u 
内同金次郎

英夫

谷在 ‘古

石貞男

烏謙

野藤夫

古明－｝玉

木重夫

也

附

新

白

剛

菅

須

鈴 w 
418 

458, 498, 515レ520

401, 531; 5!J5 
(901) 

391 

1045, 1098, 1065, 1074, 1079 

y 

前 ・f台

雄

三

務

育

l
＃

田

建

尾

岡

山

山

弁

岡

鷲

〈

拙
帆
柑
制
機
吉
吉

912 

（伺1)

717, 739，事54,767 

〔~4), (905~ ， (907) 

235 

(912) 

1-101 

T 

様

車匹

帯主 夫

也

夫

弘

夫

揖

問

潤

斡

7

篤

』

信

v

岡

橋

林

T
P

内

内

多

高

竹

竹

、
武
’物
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物件索引

太字・・・原著・ Lイ~ 1}ツクス…・・臨床，臨床と線事，小臨床．事年活字ー

臨床毒自談，臨床診断卜手術所見・（ r~ ·· · ’等舎i 雑纂・

A 
Acroasphy xia chronicaり －・・・・・・ …•••• ？•.. • ....・・・・・ 389 

Acromio，叩astoid'line ・ ・ ・ ・・・・＂i・・・・・H ・・・・・........'404 

adipasogenital ・ dystrophy . ; ・. ・ :> ・ ' •.•.. . ・・・ 2, 1020 

一一後壁部陸湯，一一内陸揚 ー－：’…・・ ・ 325

第4脳室 ，

一一内股傷、・・…‘・……・・… … －ー、・354 

断層撮影法 一… ・…・－…ふ・2・… ・898,1005 

アクロ共ガリー....・ H ・....；，…ー ・ー… ・・…・ ・ 429 I 大腸菌

鞍升腫蕩・…一日… －…....・ H ・－一一 …... ・30s I 一一性膿胸 … 圃H ・a・－－… J… ・・ …－－ー， 464

曹E温示界法－一．．．．一．．…・・・_ ＿＇.＇＇芭

A阻 chn。iditis’．‘..‘．．．．．，．．．：．．．．’’7’........; ... 16, 17 

Al;t,ocytom ・ ・ ・ ・ ・ ・・・・・・4・・.＼＂＇＇ ・・・・1・・｝・・・・；.・ ・・－一－ 302 

Lアトロピン 1, .Lアドレナリン，， .• :・,, .......... e ・838

B 

B硝al,metabolism ・・ ー.•. . •.• ，・・ ・・0・・…・・・・・ " ;• .. 4 

BCG 

ーーノ属有性 ・....-....…ー………….・・・・・・・ -980 

一一首染色法 υ ・・・・・・一：」4・…・・：・ •. ...•. 982 

抗一一ー菌Lオプソーン1，ム..，・：・・・・・・…・・ ー •.. •. 985 

Billroth I トBillroth II・・ ・・・・…..・・・....…－－－－547 

Blood 

一一一一picture・・ ・ 一.............. ．．，・ー・ ・ー .. 4 

一一一一sugar・・・・・.............‘’........... 6 

勝院

マ『遺影ト骨盤際般事務・ー・ ー－… … ・・・、405

一一遺影弗l－・…・・…・ 一… ・・・・ーー．，•. 40'1 

正常ー－像一………．ふ υ … ......……目・Eι伺

〆小銃噂ーー』内迷入・・u ・・，.…ー...・....…… .....・（912)

Braun 民l吻合術••＇·•···・ 旦・ －一……・…一 －－ ・686 

一－L-::1!fチゲン1 ・・…… ・・一…ぃ ..一 ・・..・ 7官事

抗一一一Lオ7・ソ＝ン a ........ • •• • • • • ...... 977, 991 

--,-Lワクチ♂軟膏・…r・.・…・…………日 973 

'ill無心働間

一一採双方法・・ ・リ...・．．．．．，…・…，e ・… ・・460 

膿胸ト一一一 .... ・・ ・・・・・・・・・：459,498, 515, 520 

一一ノ P波（膿胸）…・………・・…… 4~9, 513 

~／QRS群（り…，.1.:. . .…ι… 側， 511

－ー／ {S-TJ波間異常（り..............…・ 496 

- /.T波u・＞ … ……．， …，一一 494,51~ 

胸陸内Lパラ 7イン寸注入ト一一 ...........…… 498

大腸菌富性膿胸ト一一・・ー… 一 ー.....・・…・・ 515

静脈内膿清注入 1-，－・・・＂・＂＇＇＂・ H ・－…．，． ・・ 515

肺炎菌性膿胸トー－ .... ・・・…....・H ・－… Sη

人型結核菌性膿胸ト一一・・・・・…－－－ 人.......518 

Diabetes inspidus －－－ー・・・・ー・・・・・e ・・・...γ・・… ，..日 3 

ドグラλ氏陛（勝脱遺影弓於ケル），…・・…..4(,回一416

動脈．

動静脈性一一痛口・・・H ・a・h … …ー…．．，．量91

結節性一一周悶炎 a ・・－一・ー………・…ぃ（911)

Z土土三と＇！.民事｝喉 ・・ ・ ・・…・・・・・…・・ 537 I Druckbegrenzung －一.......・ H ・.....・............…1110

C ・ l Dystrophia adiposogenitalis ・ ・ ・…，．……... 2,. 10＇鴻、

Cardiotonicus ....・H ・ .•. .: ..........… … … … ・ 15 'f •. E 

偲rebralarteriqgraphy…ん………………・・....9 I L.;r;. ！；＇テロテラトーム 1 ・………......・H ・－……（908)

、chromo悼obeadenomas －－… u ・……・・・ ・ ・0・12 I Ependymom ・ ・’… 4 ・・………・… ・…・…・・325,354 

b I G 

大勝

一－~際部殿場 ・ー。.....・・.....…－－ … ..279 

一一宇球側方都脆傷口 ー .......…－・ー.......287 

一一宇球腫療 l、血織 ・ － － －…... ~・430, 442 

－ー宇球萎縮性決J患ト血糖…－……・・・…ぃ435

9停3隣室

量買前市fr綾

一一肩車簿．，．…－・：・……v・・・一・・・e・：......... 398 

癌 戸

風性一一一 ・・・ ・・・－－… －………...・H ・－ 400 

頭蓋骨内一一細胞・・・…－ －… －……－．．．，一.531 

牛自信一・ ・・・… ・....... ．… ． ， ． ． ． ． 。723
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凝集反勝

一一一検査法一引い…：……，....・a・－一一H … a 724 

凝集償

一一測定 一 一・…… ・… ..・ ....・H ・..・360, 363 

血’I•- －ー・4・・・・・ ・・・e •• •••••• • • • ・724, 725 

凝集索

一一検査法 0・・・..........,., .・・…… ・・・・ ド・・41

特殊一一皮内産生 一……・ ・ …ー・……・・49,72 

－培養臓器内一一消長…・・…・・・…・… ・・ 360-

暫定的血中一一（綴口克疫） ，，・……ー． •.• 768 

LグPオーム＇・ ・.......・・ .......…一 280, 283, 295 

H 

肺
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－ーノ新昆f符，疑問 一一 H ・H ・・.....；….. ・・－・・ 224
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J’ 

一一ー皮内注射・

車霊気道免疫好適ー－j量・

..... ・・ E・・576, 580 
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育腸内健勝剤投奥ト勝汁排出 口一…...... ・ 822

N 

軟’骨
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肺炎菌性一一 … ..0.1 ・...町 ・........・＂・.473,517 
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人型鈴援首位一－＇－＇ ........... ・: ...，・・・…・・479,518 
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脳
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ma－内股傍ー一............. u ・h ・a・ ・e ・279
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傍 4一一..; ........…・……....・H ・－！…・・…・・ ・455

聖書4一一肉腫蕩…；＇；，，，，；..........目・…ー……口一・ 354

隣下垂俊トー－＝・・・・ ....いh ・・... . ，.・668

脳下垂暢

一一外科…・ぃ

一一陸揚，…ー’・・・一一 －－…・… h …..317 

一一腹蕩ト血事5・u …・・…… －…...... ・431, 443 

一一一腺腿－－ .....・........... －－・.....・・・・317,318 
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～＼一一一成長Lホルモン1 ・・・ －－ ．．．．．．，．…・一・・1079
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特殊一一皮内再産生 ・・……・・・・＇ ...・..一… … ・.71

組織，臓器内特殊一一産生・……，＂＂•··563, . 580‘ 

淋巴腺巾特殊一一度生 ・＇.＂＂＂ ・・ 563,571, 576 

骨髄内特殊一一帯強 ・・・ ・ー……......• 1関， 184

一一最大産生保件 υ・ぺ一・・・・・ ….........・ H ・・ 1伺

皮内一一産生..・・・・ 44-91, 101-134, 997~1008 
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一捻除術・ ・ .,. ・・・ ・・議 I例



一一捻除術トと線像… …....・ H ・…・・ .. (906) 

「Oir.ytocin ‘． 一 － － － ・・1・・u・・・・・ 661, 665, .679 

) 一一検査法……－一一．，．……・．ふ：・663,666, 673 
, p 

Papilledema・・・ ・ ・ ・・・ ー－ － － ・ ・～・・ 1 ・・・ム・・・・・・・・・6 

par蹴 llartumor ・ ・… …－－－・－－－… ・I~， 17 

L，ξラフ 4ン・1,

胸院内ー？？詮入 － .... • ..•. .•.• .. • ・・・・ 498 

Pericranitis ・ ・＇・u ・ ., ー・0・•• ・・....・・・・・・・a • • P53 

Pineal tumor －－－－－－－ ・・・・一・・ー ，，リー・・一・・・・ リー－－ 17 

pituitary tumo四・・ ・・一.－，；－，....... u ・・・・・・ 3, 13 

pituitary adenomas －…・・……......・・・・12, 14, 16; 17 

Pituitrin －…－－－一－－ ..... ：・・・・ー…．，．．・ー・・・・ ・h ’h ・664 

R 

Lラミナ 9ヤ寸

隊内一一一掃入 ，． … －－一 .........・0 ・・・ … 855 

『R田 essus

一－ opticus et infondibuli ........ d ・・，．．．． ．・ 306一

一一－ suprapinealis ・…...・... ........・ ・ー 326一

一一一 lateralis ・ .. .-... ・ ... ・ ー.........a・・・・ ・・346-

a 獲量貧駄まま蘭

1Jl:i糧事血栓一一位膿胸，，............... ・467 

.'Reckllnghausen.氏病・，． • ·~ .....・田・・・・・…......・ ・259

Reticulosarcom・ ・ ・…・・・ーー－ a・... ・・・ ーー...・・... . 893 

1三線

一軟一一一照射 ー －…・・・u ・・…・…..........・..no, 144 
硬一一ー照射、．．. －一ー・－....・・・・・・...・・ ー・・121, 144 

感染ト一一照射・・・・ …・・・・…・… ………… llO

一一照射トLオプソ＝戸 山：，• · ~ ...…－… ・ー・：ll2

Lイ品 ベヂン1・ ・…・..... －－－・.・・・・＇・・・・ ll9

一一再照射法..., ..…….....・H ・........・ H ・－…… 127

照射一一強度（r/miD.) ………：… ・・・……・ 131 

・ー一照射4条件 ・・・ャ…， e ・・ ・・・…い H ・H ・1 138 

一一一照射ト骨髄，皮内Lオプソ＝ ンい ・.......・.γ 143 

』ーー照射ト血中Lオプソユン ...・148, 154, 158, 165 

一一照射r局所性反藤 ・－・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・……－ 161 

一一照射F‘全身（血清）性皮脂 υ … … ・…・ー・‘ 192 

組織細胞機能ト一一照身;f.・・・.......…… … ・・・ 161 

血精作用ト一一－！！！｛射 ……..............・・4・・・・162

－ー照射ト植皮 a…ぃ……，…・….......・..… ・・1115

細胞賦活法トシテノーー照射 ……・… …・ 166

外科的疾患ト｛ー診断．一－－ ・一…－……・・・・5Z1

肝臓腫蕩 ト一一像....・H ・...., ...・a・－… u • (907) 
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リット ル氏病 ・υ 、・…“……・…....，・…・… （904)

鱗府機性関節症・・回目・・・…・・：・・・・・・… …・・・0・ぃ一… 2崎3

世事巴

一一一球 ，...・....・.......：・；・・・・・・・－ －－－－…・・・ 4 い e ・249 

抗健ド一一管・・・…ぃ ・・ー・l …：・・・…・…・・… 369 

－一一系細胞 ー… … …・・リ J ・・… h ・ ・ ・372,947 

Virchow~－結節，上保顕一一結節 一…. 378 

淋巴腺

一一内抗修産fu.....… ・….：・・・ ・… … ・・ ・563 

膝掴寓一一 ....・ H ・－－－－…… ・・・・ ・… に…・・・586

頚部でー結核....・......~ ..…..…・…・・・・・・… ぃ (j.1()5) 

肋膜

肺，勝一一．胸墜一一区出液 …， h ・… …－－ ・608

漏斗都思備法切断法 ・・・ー…… －－…・・ー 662 ~ 

Lロイ γ チ見守

内臓一一 …・・ ー ー・・…・・・・…・… ・・－… ぃ（907)

s 
催脆剤ト隣汁排出 … … u ..........・H ・－…：… 779ー

細胞

Lオフ・YA ン寸産生ト←ー ・ ・・…・…・...・・・・ 134 

組織一一 機能トと線照射 ・ ........ ，，目 a・・..・・161

一一一賦前法ト シテノ主線照射 ・・・・……… 166 

－ート抗慢・・・……・－ : . . ....…・…… ・コ： 370

淑巴系一－（庚義喰細胞） ・．． ， a ・572,647 

細網織内被一一 ー...・・・・367,374, 376, 96i, I佃 4

食型車水

生王里附一一・…－・…・…・・・689ト 692, 1007-1014 

生理的一一皮下注射 ・…………・・……：・1030,1039 

穿孔

開放懲ーァ ・リー ….........…－－… ....684, 690 

繊維股 ι・・・・0・……・・・・・ ・・ a ・・・・・・・…… …・ 313

腺癌 ・・一 色・ー ..・ ・・・0・0 ・ ・ ・E ・・ 534

シック氏皮膚反鹿ー・・・ 934,939, 947, P54, 962 

四昼骨量腹自毎一 …・… .........，ー ........ 333 

膝姻寓I体巴腺ー… ・・ ..，・・・…・…・….... ・586

肢慢不自由者（戦傷＝ヨル） ・・……...・…－ー・ ・〆（903)

心臓外傷 ..・….....・...….......～ ・・二一－ 一（906)

ヂ宮岡親管官事脈癌 …・ー ー・－…・…… .. (912) 

紳鰹
血管運動策費量一一性疾患 ー … －…・…・・・ー災均

爾側腰薦交感一一胡除術 .......・.....・H ・－・4 ・・… 3抑

顔面」ー臨海… ・・...........・H ・.................＿固い混濁

根製金上時与一捜隊痔 … ・・－… … －ふ ・・ a ・401
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植.r~－議…・0 ・－…ヶ… リ…・・・・・・・・・ • • 835 

植物性一一切除ト股汁排出・ － … ..... "' 844 

総一一一腿湯 ....・・・・0・ ....・・ ・338, 341, 342, 345 

Skull ・・ : ..... ・ ・ ・・ ・ ・ ・・ ・・ ・ ・・ ・ • ・・.'. .... •...• , 6 

Spongioblastoma polare・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・・…．，γ・・333,334 

Sylvms導水管・ ー…－－－ ・…....・，..…..ー・・ 279'-

Surgery of Hypophy揖 alRegion ・・・0・・・・・・・・・・6 I 

Sug1uron ・a ・・ ・・…： ••• ・・ ・...・0・ .. a・・・・・・・ー・－ 407 

E草臓
一一頭部限蕩ー…リ 1・・…....…一…・一・・・ 527

－－鴎 J … ー....・H ・……・4 ー......・ a・...530 

水腫

内腿一一…・ …－－・二…....・s・－－ ........ －・325 

腫街

骨膜炎性一一 ……ー・・…・ぃ ・・・－－…・...・H ・… 553

松葉線

一一麗蕩 …－－ …一日 ・・・・・・・...・ H ・・ :. ・ ・HS, 329 

一一側方都陸揚ー・ ・・・…...........… …・・… ・330

小脳

一一脂橋隅角部股楊.....: . ..• . .. •.• ・: .........… ・337

一一陸揚・ －－－－ … u ・・・…：ーパ......ぺ・・ 349

~A部陸揚ー …・ ・……・……・. ..・H ・ －－…… .353

植皮（自家移植）

一一トと線照射 ー・……・…～・………....・・1115 

1三線旅射肉芽商へ一一・…一回..~ ..一一...1111, i121 

3三線照射皮鶏ーート照射時間， f在...－~. • ...… ；・1119 

－ート Lコタヂゲン可軟膏…－・…・・・•• •r• •・····WM

喰細胞

一一一免疫持棒読（鳥潟〉…...….....…・39,372, 563 

際義一一＿ ，.・・・・ぃ ・372,563, 638, 967, 994 

際義一一ノ血中抗健量調節作用…－一 τ…ぃ 165
狸紅熱；・・ .一.....… ...・…・ …・ ……… (418) 

検問習得

永久性一一極 υ ・－ー・0 ・ 日・…… ・・…ぃ 780

側鎖設…－－一－ －…..，…－・…ぃ・・・....・・..993 

側頭語気
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俊稽規定

0本軍主は毎年I}J, 3 }!, 5月， 7月， 9JJ及び11月，＇.＇－＞1日に量産行ナ。

0原稿は欧文i和文，何れにでもよし。和文原著には欧文表題欧文抄録及び内容抄録（和文）を添附

せられた〈欧文原著には和文表題及び必ず和文抄録を添附せられたし（協球原著も之に準ず）。

ο原稿の用語中，固有名詞はすべて闘有の文字を，叉量生字はすべて揖馬数字を使用せられたし叉

Lセンチメーテ〈日は糎を， Lグラム可は瓦を，立1J"Lセンチメーテル守は銘を使用せられたし。

0原稿中の掃登，曲線等は必ず原稿紙以外に更に別紙止して墨汁又は軍事fllfflLインタ1にで番かれた
し。欧交はL~ イプライ~－，を使用せられたし。

0原稿傷載して8頁迄は無fk;なるも，それ以上は1頁につき，食費に準じて金5圃也以内を市受｛。

叉附個別表等の印刷はその貸費を申受〈。 8頁以上の原稿にでも，とれを 1悶8頁宛に分割して

樋載する事を:4!t・認せらる L場合は無代とす。

0原稿の資表は到着順によるも，念を要せらる L向は，特別掲歳料として1頁につき金5園也以内

の食費を申受け直ちに習を表致すペし。

0執筆者に於て，別刷j御希望の方は，御寄稿と同時に特K附言せられたし 10部迄は無f＼；贈呈致す
べきもそれ以上は但し最高50部貸費を申受〈。

‘Ol震摘は京都帝図大事密接部外科感激室，外科貧函銅事尊重宛，御選附下されたし。

甲！定 ｜
否｜慣 ｜

;L I l賓

⑧ ！ 一 線1 金萱園式拾銭 郵稔不要
ーヶ年耳 金六 一回 郵稔不要

曾員＝シテ合費滞納ノ；場合＝ハ雑話、ノ配布ヲ停止Z

舎員外＝－ ！／テ本誌講言質希望／方ノ、直接本曾又ハ.. 鋼所宛＝申込マルペシ

普 主E 面 頁 会 拾 重 量 四
特 .ilO 面 頁 金 lt拾園
表 紙 頁 金多拾回

綴込Iii告料 矢 枚 金拾五闘言1:
1ザ

贋告取扱 大阪市東麗京続三繭岡商店虞告部

一 一一一一一ー一一一一
昭和十七年六月サ五日印刷
昭和1十七年七月ー日量産行

， 

京都市帝岡大壌密接部外科感激主主

編斡雪量殺行者 青 柳 ヘ安 誠

京都千ll•I・京E柳馬場通三僚荷入
印刷者 頑井松 之助

京都市中東JI(柳馬場通三僚南入

印刷所（西京3）株式曾枇似玉堂

京都帝岡大串曹事部外科事教室

震行所 日本外科賓函編輯室
（猪子・伊藤雨数段総合）

鍛替口座京都 36 9 1番
目；本出版文他協脅合員番掠222:121務

東京市紳同区淡路町二丁貝九番地・

配 給 元 日本山版配給株式合前t

習を 捌 所

同

同

東京市本郷E 春木町三丁目

甫 l 江 堂書店
電穏小石川三三五一0・振谷東京一四九－

e 京都lJj中京E青年町通御池南

南江堂京都支店
官話本局二O三0・4炭智大阪一一五O五

京都市丸太町通河原町東入

同 ’／井 書 一 店
電話上二九九七・振替大阪一七三七七

i 
、



役積規定

0本麓は毎年1JJ, 3月， 5JJ, 7月， 9月及び11月の1日に賀行ナ。

0原稿は欧文，和文，何れにでもよし。和文原著にはIt交表短歌文抄録及び内容抄録（和文）を添附

せられた〈欧文原著には和文表題及び必ず和文抄豊島を添附せられたし（臨床原理野も之に準すっ。

' O原稿の用結中j 間有名飼はすべて聞有の文字を，叉－~容はず4て履馬重量字を使用・せられたし叉
Lセンチメーテル可は糎を， Lグヲム可は瓦を，立方L-trン、チメーテル可は髭を使用せられたし． ,, 

0原稿中の掃壷，曲線等は必ず原稿紙以外に更に別紙として墨汁又は製聞用Lインタ1にて書かれた

し。欧文はL9イプライタ＿，を使用せられたし。

0原著は原稿掲議して 1頁につき， 貧費K準ピて金6困也以内を申受〈。又附岡別表等の印刷は

その貸費を申受〈。臨休例は 3頁までは無伐とす。

。原稿の量産表は到着順によるも念を要せらる品向は，特別掲載料として1賓につき金6圃也以内

の貸費を申受け直ちに霊童表致すペし。，

0執筆者に於て，別殿l御希望の方は，御寄稿と伺時に特に附言せられたし 10部迄は無代婚曇致す

べきもそれ以上は（但し最高50部）賞受を申受〈。

。原稿は京都帝聞大事密事部外科事教室，外科寅函観韓室，z，御怠附下され？ピし。

日 定 ー⑧ 一一ヶ年部分 金壷圃~拾鎗圃 4郎総不要
金六 郵稀不要

本 慣弓 曾曾員員＝~テ舎テ費本滞語審納議ノ場希合望＝方ノ、雑，、誌 J配布ヲ停止ス

外
外＝ν 議 ／ 直接本曾叉ノ、.捌所宛＝申込マルベシ

科賓函
贋 ，普 遜 商 一 頁 金．拾参凪

~ ヨ
特 }Jg 商 一 頁 金氏拾困

表 紙 一 頁 金参拾園
料

，． 
綴込庚告料 一 枚 金捻五圃／

庚告取扱 大阪市東区京橋三繭岡商店庚告部

昭和十七年年 十月廿玄目印刷
昭和十七 十一月一日竣行

京都市左京区聖護院中町四

編輯粂護行者 中 田 寛 治

京都市中京医柳馬場遜三僚南入

印 刷 者 踊 井 松 ‘之 助

京都市中京B柳馬場通三線南入

i:p 刷 所 （商京3）’株 式 曾 世 似 玉 堂

京都帝国大事曹事部外科準教室

後行所 日本外科賓函編輯室
（猪子・伊藤雨教授記念舎）＼

振替口座京都 36 9 1番
目本出板女他協合合員毒事理222221番

東京市静岡医淡路町二了目九番地

配 給 元 ’日，本出版配給株式合計．

東京市本郷区春木町三丁目

寅捌 ョ所 ’ 甫 f江 堂書店
電話小石川三五一0・銀替東京一四九

京事島市中京区寺-llf.遁御池南

同 日甫江堂京都支店

問

軍務本局二O三0・振替大阪一一五O五

京都市丸太町通河原町東J入

国 井書店
電話土二九九七・振替大阪一七三七七
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